




















































































よる誘導異方性が Steady State に与える影響を明らかにした。さらに、この結果
を定式化し、ひずみ空間多重せん断モデルに組み込む形で、解析モデル化を行っ
た。  
３． 以上の地震時の変形・破壊挙動のメカニズムを基に、その応用として、傾斜式護
岸の耐震対策の開発を行った。傾斜地盤部を含む護岸直下から法尻部の地盤の変
形・破壊が傾斜式護岸の地震時被害をもたらしていることから、この部分を中心
とした地盤改良として、薬液注入による耐震対策を提案し、さらに、その最適な
対策範囲を明らかにした。また、提案した耐震対策が、想定した設計地震動を超
える地震動が作用した際にも粘り強さを発揮して、これが減災効果に結びつくこ
とを明らかにした。  
 
以上のとおり、本論文は、傾斜式護岸の地震時挙動が繰り返しせん断変形・流動破壊
の複合的機構に支配されることを明らかにし、これに基づいて合理的な耐震対策を提案
したものであり  、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博
士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成２７年１月１９日、論
文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基
準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
 
 
